
   

 
 

県内小中学校では、将来の担い手となる子どもたちの夢と生きる力を育てるため、「学ぶ力向上 滋

賀プラン」の 6つの視点に基づき、各校の実情に応じて学ぶ力向上に向けた取組を推進していただいて

います。また、道徳教育、人権教育、特別支援教育、体力向上の取組など様々な視点からも、一人ひと

りの子どもたちを大切にした取組を進めていただいているところです。 
 

どの視点も子どもたちがこれからの社会を生きていく上で大切ですが、学力の視点においては、全国

学力・学習状況調査の結果から、特に基礎的・基本的な知識・技能の習得において課題が見受けられま

した。 

今後、私たちは、どの子どもたちも、「できなかったこと」や「わからなかったこと」が「できるよ

うになった」「わかるようになった」という喜びや自信をもち、その自信がさらなる向上への力となる

よう、取り組んでいかなければならないと思います。 
 

私たちは、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善の実現に向けて、「話し合う活動」を

取り入れた「課題発見・解決のプロセス」を大切に取り組んできました。学校訪問等を通して、多くの

先生方から「話合いの活動」に時間がとられ、「まとめ」や「振り返り」の活動の時間まで確保できな

いという声を聞いています。 
 

 そこでまずは、「まとめ」や「振り返り」の活動の時間を確保した上で、すべての子どもたちが少しで

も自分の力で「できた」という実感がもてるよう、一人ひとりの学びを見取りながら、県全体で取り組

んでいきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本冊子は、平成 30 年度の全国学力・学習状況調査の結果を分析した上で、子どもたちのつまずきに

着目しながら、その改善策を教科ごとに掲載しました。これからの指導の参考にしていただきますよう

お願いします。 

 

時間がないので・・・ 

・先生がまとめて、子どもがノートに写すだけになってしまう。 

・「まとめ」を次の時間にまわしてしまう。 

平成３０年度 学校教育の指針（ｐ３抜粋） 

・導入や話合いの活動に、時間がかかりすぎてしまう。 

授業全体の時間配分を考え、 

「まとめ」や「振り返り」の活動の時間を確保する。 

○「学びの基礎チャレンジ」県独自の評価問題（10 月末配付予定） 

○「ガッテンプリント」基礎的・基本的な学力定着のための補充学習プリント 

（12 月データ追加予定） 
 ☛「ガッテンプリント」は県総合教育センターの web ページよりダウンロードできます。 

○ 全国学力・学習状況調査問題 新学習指導要領に示された理念を具現化した評価問題です。 

 ☛過去の全国学力・学習状況調査の問題は国立教育政策研究所の web ページよりダウンロードできます。 

活用ください ～子どもたち一人ひとりの学びを見取り、確かな学力を育むために～ 

滋賀県教育委員会幼小中教育課（2018 年 8 月） 

平成 30 年度全国学力・学習状況調査 教科に関する調査の分析と改善の視点【ダイジェスト版】 

※「平成 30 年度全国学力・学習状況調査 教科に関する調査の分析と改善の視点」の詳細版の電子データを、 

市町教育委員会を通じて、各校に送信してありますので、ご参照ください。 

滋賀県小中学校の教員の皆さんへ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校国語】重点的に取り組むこと 

 

目的に応じて読む言語活動の設定 
～読み取ったことをもとにして自分の考えをまとめる活動の充実～ 

■解答類型から考えられるつまずき 

 

 

 

B３二 

誤答から見たつまずき（滋賀県平均正答率 50.3％） 

〈条件〉① 
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〈条件〉② 

【つまずき１】 滋賀県誤答の割合 21.8％ 
〈条件①〉〈条件②〉の両方満たしていない。 
 
【つまずき２】 滋賀県誤答の割合 7.8％ 
〈条件①〉は、満たしているが、〈条件②〉が満たしていない。 
 

自分の考えの理由を説明するために根拠となる叙述を取り上げるという目的をもって読むことに、課題が
ある。また、全国と比べて無解答(14.2％)が多い。 

□書かれていることを単に読むのではなく、何のために、どのような情報が必要か

等、目的を明確にして読むことを大切にする。 

・単元を通した言語活動を設定し、児童に何をどのように読み取らせるのか計画を立てる。 

・授業中、文章を読ませる際には、課題を解決するために読む、必要な情報を得るために読

む、紹介したり説明したりするために読む等、学習活動の目的を児童に確認する。  

（ガッテンプリント 読むこと・書くこと 1107 1110） 

□相手を意識した必要な情報を的確に取り出す学習を行う。 

①読書の量を増やす。読んだ本について、心に残ったことなどを伝え合う。 

②限られた時間の中で文章を読み、必要な情報だけを取り出す学習。 

③複数の文章から情報を集め、比較し関係付けて整理する学習。 

   

（ガッテンプリント 読むこと・書くこと 1108 1109 1110） 

【関連する問題 Ａ３ Ｂ３一二】 
ビブリオバトル、ブックトーク、アニマシオン 

図鑑・新聞等と比較しながら読む  等 



【小学校算数】重点的に取り組むこと 

  
 
 

□授業の終わり 10 分間を学びの実感・定着を促す時間にする。 

 ・単元全体を見通した計画を立て、本時の付けたい力を明確にし、指導の重点を絞ることで、

学習活動を吟味し、授業の終わり 10 分間の時間を生み出す。 

□適用問題や評価問題に取り組ませ、全員に本時の学びの定着を図り、子どもの学び 

を見取る。 

・本時の学習のねらいが達成できたかどうかを確認するため、適用問題に取り組み、子ども自

身が「一人でできた」「分かった」を実感する。また、理解をより確実にするため、子どもた

ち一人ひとりが本時に学習したことを説明する活動を通して、全員が説明できるかどうかペア

で確かめ合う時間を設ける等、全員に本時の学びの定着を図る。 

□学習内容の系統性を意識して指導する。 

  ・前時までの学習と本時の学習の違いを明確にし、既習の学習で使えそうな見方・考え方をも

とに本時の見通しをもたせる。 

・本時の終わりに、「何が分かったのか」「何ができるようになったのか」「どのような考え方が

解決に結び付いたのか」などの視点をもとに振り返り、学びを実感させる。 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「自分の力で解けた」「よりよく解けた」の積み重ね 
～全員に学びの実感・定着を促す時間の確保～ 

■解答類型から考えられるつまずき     

Ａ２                  【関連する問題 Ａ１（２）（３）Ａ４（２）Ａ８ 】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
小数のかけ算・わり算：ガッテンプリント 503～506 
 

 

Ｂ４（２）                          【関連する問題 Ｂ４（１）】  

 
 

「４」を含めて解答している子どもの割合は合計

70.1%以上いるが、「２」を含めて解答している子ども

の割合が小さいことから、「１あたりの量」を求める

割り算の意味理解に課題がある。 

↑上段は滋賀県の割合、下段は全国の割合 

滋賀県の正答率 34.0% 

全国の正答率  39.9% 

学習したことを数字や場面を変えて適用・活用

し、数学的に表現することに課題がある。 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９９ 無解答

34.0 1.8 2.3 1.8 7.1 6.0 2.1 23.0 20.4 1.4

39.9 1.6 2.0 1.4 6.1 6.0 1.9 21.5 18.6 1.0

解答類型

滋賀県の正答率   55.9%  全国比 -3.6% 

滋賀県の無解答率  13.4% 全国比 +2.1% 

 

説明をしようとしているが、言葉や数が不足した 
不十分な説明の割合の合計  21.4% 

解答類型 



【小学校理科】重点的に取り組むこと 

  
 
 
 
   

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■解答類型から考えられるつまずき 

２（３）＜滋賀県の正答率 19.4％ 全国の正答率 20.1％＞ 

 
 

「考察」を大切にした授業づくり 
～「より妥当な考えをつくりだす力」を育てる～ 

【Ａ】番号を「１」と解答した子どもの割合 

滋賀県：42.8％ 

全国 ：41.7％ 

【Ｂ】番号を「１」と解答し、正答を記述した

子どもの割合 

滋賀県：19.4％ 

全国 ：20.1％ 

【Ｂ】 

【Ａ】 

＜解答類型＞ 

1 ①、②の全てを記述しているもの
2 ②のみを記述しているもの
3 条件について、流した水の単位時間あたりの量の増加ではなく、総量の増加を示す趣旨と②を記述しているもの
4 ①のみを記述しているもの
5 条件について、流した水の単位時間あたりの量の増加ではなく、総量の増加を示す趣旨を記述しているもの
6 条件について、流した水の単位時間あたりの量の増加ではなく、水の勢いや速さを示す趣旨を記述しているもの
7 類型１から類型６以外の内容で記述しているもの
8 無回答

9 番号を「１」以外で解答

番号を「１」と解答

【正答の条件】　番号を「１」と解答し、次の①、②の全てを記述している。

①「２本のペットボトルの水を同時に流して、水の量を増やすと」など、条件について、一度に流す水の量を増やしたことを示す趣旨で解答しているもの

②「みぞの曲がっているところの外側と内側の両方とも棒がたおれたから」など、実験結果について、溝の曲がっているところと外側と内側の両方で棒が
　倒れた様子を示す趣旨で解答しているもの

1 2 3 4 5 6 7 8 9

滋賀県 6.2% 1.9% 11.3% 10.3% 6.9% 0.5% 4.2% 1.5% 57.2%

全国 6.3% 1.7% 12.1% 9.8% 6.5% 0.5% 3.7% 1.1% 58.3%

解答類型

正答 誤答

実験結果を基に分析して考察したこと

を、キーワードを用いて的確に記述するこ

とに課題がある。 

＜学習指導に当たって＞ 

実験の目的を確認し、結果からどの

ようなことが言えるのか、「何となく」

ではなく、考えの根拠となる事実を明

確にした「考察」を大切にする。 

□「結果」と「考察」を区別して指導する。 
・「結果」は事実、「考察」は解釈。考察では、「このことから…が分かる。」

のような話型を使って、実験結果（事実）からどのようなことが言えるの

かを考えていく。 

□観察・実験をするだけではなく、その後の「考察」を大切にする。

・①自分の考えをもつ。②自分の考えを書く。③自分の考えを基にペアやグ

ループ、全体で話し合う。３つのステップで「考察」に時間をかける。 
・特に③の「話合い活動」を充実させる。様々な異なる意見の中から合意形

成を図ることで「より妥当な考えをつくりだす力」を育てる。 

【関連する問題 ２（３）・２（４）・４（２）・４（４）】 

←実験の目的を正し
く把握できていない

ことに課題がある。 

←考察した内容を記
述することに課題が

ある。 


